
特集／農村開発と農村研究

●
ネ
パ
ー
ル
と
い
う
国

ネ
パ
ー
ル
は
南
ア
ジ
ア
の
内
陸
国
で
、
南
は
イ

ン
ド
、
北
は
中
国
（
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
）
に
そ
れ

ぞ
れ
接
す
る
。
面
積
は
一
四
・
七
万
平
方
キ
ロ
、

人
口
は
お
よ
そ
二
五
三
○
万
人
（
二
○
○
四
／
○

五
年
）
で
あ
る
。
東
西
八
九
○
キ
ロ
、
南
北
一
九

○
キ
ロ
の
四
辺
形
を
し
た
国
土
は
、
イ
ン
ド
国
境

沿
い
の
標
高
三
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
の
平
野
を
な

す
タ
ラ
イ
、
三
○
○
〜
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
丘
陵
地
の
ヒ
ル
、
そ
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
連

な
る
標
高
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
岳
地
で

マ
ウ
ン
テ
ン
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
地
域
に
大
別
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
国
土
面
積
に
占
め
る

割
合
は
、
タ
ラ
イ
二
○
％
、
ヒ
ル
五
五
％
、
マ
ウ

ン
テ
ン
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

北
緯
二
六
〜
三
○
度
（
沖
縄
県
か
ら
奄
美
諸
島

に
相
当
）
に
位
置
す
る
た
め
、
タ
ラ
イ
は
亜
熱
帯

性
気
候
で
、
夏
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
降
雨
に
適
応
し

た
稲
作
が
卓
越
す
る
。
ヒ
ル
は
お
お
む
ね
温
帯
に

属
し
、
人
々
は
山
腹
に
集
落
を
築
き
、
斜
面
に
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式
に
階
段
畑
を
切
り
拓
く
。
稲
作

限
界
（
お
よ
そ
標
高
一
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
超

え
る
地
域
で
は
、
雑
穀
栽
培
と
家
畜
飼
養
が
生
業

の
中
心
に
な
る
。
さ
ら
に
標
高
の
高
い
マ
ウ
ン
テ

ン
で
は
、
夏
の
一
毛
作
と
、
ヤ
ク
（
チ
ベ
ッ
ト

牛
）
の
牧
畜
お
よ
び
交
易
（
駄
載
業
）
に
依
存
し

た
生
活
が
営
ま
れ
る
。

●
ネ
パ
ー
ル
の
開
発
と
貧
困
状
況

ネ
パ
ー
ル
は
一
九
五
一
年
に
鎖
国
政
策
か
ら
対

外
開
放
政
策
へ
転
換
し
、
そ
れ
を
契
機
に
近
代
化

に
向
け
た
開
発
が
始
め
ら
れ
た
。
初
期
の
開
発
事

業
は
、
道
路
建
設
や
平
地
の
農
業
開
発
が
中
心
だ

っ
た
。
こ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
主
導
し
た
タ
ラ
イ
の
マ
ラ
リ
ア
撲

滅
運
動
が
功
を
奏
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
ネ
パ
ー
ル
で
平
野
と

い
え
ば
タ
ラ
イ
に
し
か
な
く
、
従
っ
て
、
タ
ラ
イ

優
先
の
開
発
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
開
発
の
潜
在
力
や
可
能
性
は
平
地
に
の
み
存

在
す
る
と
い
う
開
発
観
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
ヒ
ル
や
マ
ウ
ン
テ
ン
は
開
発
の
対
象
外

と
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
タ

ラ
イ
へ
の
移
住
政
策
が
促
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

ヒ
ル
と
マ
ウ
ン
テ
ン
と
を
あ
わ
せ
た
人
口
と
タ
ラ

イ
の
人
口
と
の
割
合
は
、
一
九
五
二
／
五
四
年
に

は
六
○
対
二
九
だ
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
ま
で
に

四
七
対
四
○
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
前
者
が
伝
統
的
で
遅
れ
た
部
門
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
後
者
の
近
代
的
で
開
発
の
進
む

部
門
へ
人
口
移
動
が
生
ず
る
と
経
済
発
展
が
起
こ

る
と
い
う
「
経
済
発
展
の
二
部
門
モ
デ
ル
」
ど
お

り
の
図
式
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
ヒ

ル
や
マ
ウ
ン
テ
ン
の
社
会
経
済
状
態
は
発
展
ど
こ

ろ
か
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
事

実
、
そ
の
後
の
ネ
パ
ー
ル
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た

る
開
発
は
、
一
方
で
ヒ
ル
や
マ
ウ
ン
テ
ン
に
お
い

て
森
林
の
減
少
や
農
業
生
産
の
低
下
を
も
た
ら
し
、

他
方
で
、
タ
ラ
イ
に
お
い
て
無
秩
序
な
入
植
活
動

や
森
林
の
乱
伐
を
招
来
し
た
。

世
界
銀
行
が
公
表
し
て
い
る
世
界
開
発
指
標

（
二
○
○
五
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
ネ
パ
ー
ル
の
一

人
当
た
り
所
得
は
二
四
○
米
ド
ル
で
、
南
ア
ジ
ア

で
最
も
低
い
。
一
日
一
米
ド
ル
以
下
の
所
得
し
か

な
い
貧
困
人
口
割
合
は
三
七
・
七
％
、
同
様
に
二

米
ド
ル
以
下
の
貧
困
人
口
割
合
は
八
二
・
五
％
に

達
す
る
。
つ
ま
り
、
経
済
指
標
で
み
る
限
り
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
開
発
や
発
展

と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
て

い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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●
ヒ
ル
開
発
の
発
見

ネ
パ
ー
ル
の
開
発
は
、
地
勢
に
強
く
規
定
さ
れ

ざ
る
を
得
ず
、
タ
ラ
イ
、
ヒ
ル
、
マ
ウ
ン
テ
ン
の

各
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
に
開
発
の
課
題
や
手
法
が
異

な
る
。
こ
う
し
た
、
現
在
な
ら
当
た
り
前
の
認
識

も
、
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
で
は
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

鎖
国
政
策
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
一
九
五
一
年

以
降
、
欧
米
の
社
会
人
類
学
者
や
文
化
人
類
学
者

が
相
次
い
で
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
開
始
し
出
し
た
。
当
初
、
研
究
の
重
点
は
各
国

の
人
類
学
的
関
心
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
、
開
発

に
関
す
る
研
究
成
果
は
乏
し
か
っ
た
。

や
が
て
、
人
口
増
加
に
よ
る
森
林
資
源
へ
の
圧

力
の
増
大
、
森
林
資
源
獲
得
の
困
難
化
（
燃
材
採

取
に
要
す
る
時
間
の
増
加
、
良
質
の
燃
材
か
ら
低

質
の
燃
材
へ
の
転
換
な
ど
）、
森
林
国
有
化
政
策

の
影
響
に
よ
る
森
林
資
源
の
乱
伐
お
よ
び
管
理
の

低
下
な
ど
、
森
林
資
源
の
利
用
と
管
理
を
め
ぐ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
噴
出
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

国
有
林
を
「
村
落
林
業
」
と
し
て
農
村
住
民
の
利

用
と
管
理
に
委
ね
る
林
業
政
策
の
導
入
に
踏
み
切

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
九
七
○
年
代
末
か

ら
八
○
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
人
間
、
資
源
、
生
態
、
社
会
、
経

済
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
人
類
学
的
、
農
村
社
会
経
済
学
的
な
調

査
研
究
が
数
多
く
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
三
年
に
は
、
国
際
山
岳
地
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー 

（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
）
が
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ

（
後
に
パ
タ
ン
市
に
移
転
）
に
設
置
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
研
究
の
分
野
は
、
森
林
資
源
の
利
用
と
管

理
、
社
会
林
業
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
、
フ

ァ
ー
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
研
究
、
牧
畜
と
草
地
資
源

の
利
用
・
管
理
、
土
壌
保
全
、
灌
漑
施
設
の
維
持

管
理
、
野
生
動
物
の
保
護
、
国
立
公
園
や
自
然
保

護
区
の
設
定
と
住
民
生
活
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
よ

う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。以

上
は
、
ヒ
ル
を
中
心
に
生
じ
て
き
た
森
林
の

資
源
環
境
問
題
の
深
刻
化
に
起
因
す
る
問
題
解
決

的
な
調
査
研
究
の
端
緒
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
人
類
学
的
研
究
に
端
を
発
す
る
ヒ
ル

開
発
へ
の
問
題
提
起
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

●
ヒ
ル
開
発
と
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

第
一
に
、
ト
ニ
ー
・
ハ
ー
ゲ
ン
（
一
九
一
七
〜

二
○
○
三
年
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
触
れ
な
い

わ
け
に
い
か
な
い
。
彼
は
一
九
五
一
年
、
世
界
に

先
駆
け
て
ネ
パ
ー
ル
に
入
国
し
、
全
国
各
地
を
自

ら
の
足
で
く
ま
な
く
踏
査
し
た
。
交
通
条
件
や
宿

泊
施
設
が
整
備
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
専
門
の
地
質
学
は
も
と
よ
り
、
地
理
、
自

然
、
農
業
、
民
族
、
文
化
な
ど
、
非
常
に
広
範
囲

に
わ
た
る
主
題
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
観
察
調
査
を

行
っ
た
。そ
の
成
果
は
、
後
に
名
著
『
ネ
パ
ー
ル
』

と
し
て
結
実
す
る
（
原
著
の
初
刊
は
一
九
六
一
年
、

邦
訳
の
出
版
は
一
九
八
九
年
）。

彼
は
、
ヒ
ル
こ
そ
ネ
パ
ー
ル
を
代
表
す
る
地
域

で
あ
り
、
そ
の
開
発
こ
そ
が
ネ
パ
ー
ル
開
発
の
中

心
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
祖
国
ス
イ
ス
の
開
発
の

経
験
を
踏
ま
え
、
ヒ
ル
に
も
っ
と
も
適
正
な
交
通

手
段
と
し
て
各
種
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
提
示
し
た
。

当
時
の
ネ
パ
ー
ル
開
発
の
方
向
を
ま
さ
に
一
八
○

度
転
換
さ
せ
る
問
題
提
起
だ
っ
た
。

ス
イ
ス
は
鉄
道
、
道
路
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
適

切
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
山
岳
地
の
交
通
手
段

を
確
保
し
て
き
た
。
中
で
も
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
は

観
光
立
国
ス
イ
ス
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
交
通

手
段
を
提
供
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
い
わ
く
、
ロ

ー
プ
ウ
エ
イ
は
、
建
設
費
も
維
持
費
も
道
路
建
設

に
比
べ
て
安
価
で
あ
る
。
場
所
を
と
ら
ず
、
駐
車

場
も
要
ら
な
い
。
工
事
の
た
め
に
山
肌
を
削
り
と

る
面
積
が
少
な
く
て
す
む
。
そ
の
た
め
、
山
岳
自

然
環
境
を
壊
さ
ず
に
す
む
。
土
砂
崩
れ
や
洪
水
を

引
き
起
こ
さ
な
い
。
橋
の
よ
う
に
流
さ
れ
る
お
そ

れ
が
な
い
。
動
力
源
と
し
て
河
川
の
流
水
を
利
用

で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
自
動
車
の
ご
と
く
、
大

気
を
汚
染
す
る
こ
と
が
な
い
。
静
か
で
観
光
客
に

喜
ば
れ
る
（
参
考
文
献
②
）。

ヒ
ル
の
村
々
の
交
通
条
件
の
改
善
は
、
同
地
域

の
開
発
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の

改
善
を
、
山
岳
環
境
の
保
全
や
世
界
に
誇
り
得
る

観
光
資
源
の
価
値
の
保
持
も
併
せ
て
実
現
し
よ
う

と
す
る
点
は
、
お
お
い
に
傾
聴
に
値
し
よ
う
。
幹

線
道
路
は
外
国
援
助
に
支
え
ら
れ
て
建
設
さ
れ
る

と
し
て
も
、
支
線
道
路
の
建
設
ま
で
は
望
み
薄
で

あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
幹
線
道
路
と
山
間
の
集
落

と
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
と
し
て
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

が
活
躍
す
る
余
地
は
大
き
い
。

実
際
、
最
近
の
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
こ
の
よ
う
な
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考
え
に
基
づ
い
て
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
活
用
し
て
い

る
地
域
が
み
ら
れ
る
。
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
北

西
に
位
置
す
る
バ
ー
グ
マ
テ
ィ
県
ダ
ー
デ
ィ
ン
郡

ベ
ニ
ガ
ー
ト
村
は
標
高
一
四
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
民
間
非
営
利
団
体
の

協
力
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が
設
置
さ
れ
た
。
お
陰
で
、

以
前
は
担
ぎ
の
人
夫
に
依
存
し
て
い
た
物
資
の
運

搬
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
村
内
の
農
産
物
の
出

荷
が
容
易
に
な
っ
た
の
で
、
換
金
作
物
の
導
入
を

図
る
農
民
も
出
現
し
て
い
る
と
い
う
（
二
○
○
六

年
四
月
二
日
付
けThe H

im
alayan

 Tim
es

）。

同
紙
は
ま
た
、
河
川
の
両
岸
に
架
線
（
ワ
イ
ヤ

ー
ロ
ー
プ
）
を
張
っ
た
ト
ゥ
イ
ン
（tuin

）
の
改

良
が
行
わ
れ
、
渡
河
法
の
安
定
性
や
安
全
性
が
大

き
く
改
善
さ
れ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
架
線
の
本
数
を
従
来
の
一
本
か
ら
三
本
に
増

や
し
、
人
が
乗
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
取
り
付
け
る
滑
車

を
二
個
か
ら
八
個
に
増
や
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ト
ゥ
イ
ン
の
在
来
型
の
も
の
で
は
、
川
の

両
岸
に
一
本
の
架
線
を
張
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端
を

岸
辺
の
樹
木
や
岩
な
ど
に
結
び
つ
け
て
固
定
す
る
。

直
径
一
○
ミ
リ
、
長
さ
二
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
鉄
筋

を
Ｓ
字
形
に
曲
げ
て
作
っ
た
フ
ッ
ク
の
一
端
を
こ

の
架
線
に
か
け
る
。
他
方
の
端
に
は
、
輪
に
結
ん

だ
ロ
ー
プ
の
両
端
を
か
け
る
。
そ
の
ロ
ー
プ
の
中

程
に
腰
を
か
け
、
フ
ッ
ク
に
か
け
た
ロ
ー
プ
を
両

手
で
握
り
し
め
て
ぶ
ら
下
が
り
、
自
重
を
利
用
し

て
対
岸
ま
で
滑
り
わ
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

重
力
を
で
き
る
限
り
利
用
す
る
た
め
、
川
面
か
ら

か
な
り
高
い
位
置
に
架
線
を
張
る
工
夫
が
な
さ
れ

る
。
フ
ッ
ク
が
架
線
を
滑
る
時
に
こ
す
れ
て
発
す

る
金
属
音
が
周
囲
に
響
き
わ
た
る
た
め
、
川
霧
で

対
岸
が
見
え
な
い
よ
う
な
時
で
も
使
用
中
か
否
か

は
誰
に
で
も
わ
か
る
。
フ
ッ
ク
と
ロ
ー
プ
は
各
自

専
用
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
橋
が
な
い
限
り
、

大
人
で
あ
れ
、
子
供
で
あ
れ
、
ま
た
男
女
の
別
な

く
、
こ
う
し
て
対
岸
に
わ
た
っ
て
い
る
。

同
様
の
渡
河
法
は
、
日
本
の
山
岳
地
帯
で
も
か

つ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
紀
伊
半
島
の

中
央
部
に
位
置
す
る
奈
良
県
十
津
川
村
に
伝
わ
る

「
野
猿
」（
や
え
ん
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
架
線
は

一
本
で
、
そ
れ
に
滑
車
を
つ
け
た
一
人
乗
り
の
木

製
の
箱
を
つ
り
下
げ
る
。
両
岸
に
固
定
し
た
滑
車

に
ロ
ー
プ
を
回
し
両
端
を
箱
の
前
後
に
結
び
つ
け

る
。
箱
に
乗
っ
た
者
が
こ
の
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄

せ
て
対
岸
に
わ
た
り
着
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
野
猿
は
、
谷
が
深
い
た
め
対
岸
に
わ
た
る
の

に
谷
底
ま
で
の
上
り
下
り
が
た
い
へ
ん
な
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
野
猿
は
観
光
用
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
箱
の
揺
れ
を
少
な
く
す
る
た

め
架
線
を
二
本
に
し
て
安
定
性
を
高
め
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
世
界
の
山
岳
地
に

は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
や
架
線
を
利
用
し
た
交
通
技
術

や
渡
河
技
術
が
さ
ま
ざ
ま
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。
逆
に
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
山
岳
交
通

技
術
や
渡
河
技
術
を
手
が
か
り
に
、
目
的
と
す
る

場
所
に
最
適
な
技
術
や
方
策
を
考
案
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
精
力
的
な
調
査
に
基

づ
い
て
ヒ
ル
の
存
在
を
発
見
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
ヒ
ル
開
発
の
方
向
を
提
示
し
続
け
た
ト
ニ
ー
・

ハ
ー
ゲ
ン
が
後
世
に
残
し
た
教
訓
と
い
え
よ
う
。

●
ロ
ー
プ
ラ
イ
ン
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

つ
ぎ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
日
本
の
文
化
人
類

学
者
で
ネ
パ
ー
ル
研
究
の
先
駆
け
で
あ
る
川
喜
田

二
郎
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
。
人
類
学

の
調
査
研
究
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、
後
に
学
問

的
研
究
と
技
術
協
力
の
実
践
と
の
融
合
を
試
み
た

点
は
特
筆
に
値
す
る
。

そ
の
出
発
点
は
、
ネ
パ
ー
ル
山
村
に
お
い
て
実

施
し
た
学
術
調
査
の
さ
な
か
の
一
九
五
八
年
の
秋

に
、
遠
征
の
期
間
中
に
得
ら
れ
た
強
い
感
動
に
応

え
て
、「
い
つ
か
必
ず
、
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
奥
地
に

技
術
協
力
を
し
よ
う
」（
参
考
文
献
①
、
三
三
八

ペ
ー
ジ
）
と
の
決
意
に
駆
ら
れ
た
体
験
に
遡
る
と

い
う
。
人
類
学
の
王
道
と
さ
れ
る
参
与
観
察
に
基

づ
く
民
族
学
的
調
査
を
行
っ
た
後
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
導
か
れ
た
調
査
村
の
人
々
の
生
活
構
造

に
お
け
る
ひ
ず
み
を
見
定
め
、
そ
の
地
に
生
き
る

人
々
の
矛
盾
葛
藤
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
に
努

め
た
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
克

服
す
る
対
応
策
を
構
想
し
、
い
ろ
り
端
の
談
義
で

そ
れ
を
話
題
に
取
り
上
げ
、
村
民
の
反
応
を
通
じ

た
検
証
に
よ
り
真
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
充
足
す
る
た
め
に
技
術
協
力
の
実
践
を
図

っ
た
。調
査
村
で
具
体
的
に
発
想
し
た
の
は
、「
裏

山
か
ら
里
ま
で
の
軽
架
線
（
ロ
ー
プ
ラ
イ
ン
）
に

よ
る
草
・
畜
糞
、
薪
の
運
搬
と
、
塩
ビ
の
パ
イ
プ

に
よ
る
簡
易
水
道
だ
っ
た
」（
参
考
文
献
①
、
三

五
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。

そ
の
後
、
技
術
協
力
事
業
の
た
め
の
計
画
づ
く

り
、
組
織
づ
く
り
、
資
金
づ
く
り
、
担
い
手
づ
く
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り
等
の
準
備
を
整
え
、
一
九
七
三
／
七
四
年
に
第

一
次
Ｐ
＆
Ｒ
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
お
よ
び
ロ
ー
プ
ラ

イ
ン
）
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年

に
は
、
当
該
計
画
の
総
合
的
効
果
の
み
な
ら
ず
、

環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
事
後
評
価
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
へ
の
組
織
替
え
を
図
る
な
ど
し
て
、
当
初
の

調
査
村
ば
か
り
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
村
々
に
対

し
て
も
継
続
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
活
動
を
展
開

し
続
け
て
い
る
と
い
う
。

研
究
と
実
践
と
を
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
独
自
の
海
外
協
力
の
哲
学
が
編
み
出
さ
れ
た

背
景
に
は
、
こ
う
し
た
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
人
類
学
的
研
究
（
リ
サ
ー
チ
）

と
技
術
協
力
の
実
践
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
と
は
、
隔

離
や
上
下
（
応
用
研
究
を
基
礎
研
究
の
下
位
と
み

る
悪
し
き
風
潮
）
の
関
係
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

両
者
が
対
等
か
つ
双
方
向
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
合

う
関
係
こ
そ
が
人
類
学
的
研
究
の
深
化
に
と
っ
て

必
要
で
あ
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
と
し
て

の
技
術
協
力
の
意
義
を
世
に
問
う
て
い
る
。

●
む
す
び｜

ヒ
ル
開
発
へ
の
挑
戦

開
発
に
よ
っ
て
社
会
に
お
け
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、
ジ
ョ
ウ
ホ
ウ
の
流
動
性
が
高
ま
る
。
こ
れ

を
ヒ
ル
の
事
例
に
即
し
て
い
え
ば
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
モ
ノ
や
ヒ
ト
の
移
動
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
と
そ
の
現
地
へ
の
適

用
が
試
み
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
ヒ
ル
開

発
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

ネ
パ
ー
ル
西
部

開
発
地
区
ダ
ウ
ラ
ー
ギ
リ
県
ミ
ャ
ー
グ
デ
ィ
郡
ナ

ン
ギ
村
の
学
校
長
で
あ
る
モ
ハ
ビ
ー
ル
・
プ
ン
氏

は
、
一
九
九
七
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
某
大
学

か
ら
三
台
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

寄
贈
を
受
け
た
。
そ
こ
で
彼
は
政
府
に
電
話
線
の

敷
設
を
陳
情
し
た
が
徒
労
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。

衛
生
電
話
は
高
価
す
ぎ
た
。
最
後
に
思
い
つ
い
た

無
線
電
話
に
対
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
協
力
の
申

し
出
が
相
次
ぎ
、
近
隣
の
数
カ
村
は
た
ち
ま
ち
ポ

カ
ラ
市
と
無
線
網
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

合
わ
せ
て
七
年
の
歳
月
を
要
し
た
が
、
ヒ
ル
の
山

村
に
お
け
る
ジ
ョ
ウ
ホ
ウ
の
流
動
性
を
根
本
的
に

変
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
（
二
○
○
四

年
八
月
一
七
日
付
けThe K

athm
an

du
 Post

）。

カ
ネ
に
つ
い
て
は
、
青
年
層
を
中
心
に
海
外
就
労

が
激
増
し
て
お
り
、
僻
地
村
に
お
い
て
も
あ
る
程

度
の
貨
幣
収
入
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

問
題
は
こ
れ
ら
の
開
発
の
兆
し
を
ネ
パ
ー
ル
の

農
村
開
発
に
い
か
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
平
和
部
隊
の
隊
員
と

し
て
ネ
パ
ー
ル
に
滞
在
し
た
経
歴
を
持
つ
開
発
人

類
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
デ
ス
は
、
世
界
中
の

山
岳
地
に
適
し
た
開
発
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
た

め
、
山
岳
学
（m

ountology
）
の
確
立
が
不
可
欠

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。
世

界
の
山
岳
地
で
過
疎
化
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
現
状

に
照
ら
せ
ば
至
極
当
然
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

ヒ
ル
開
発
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ヒ
ル

開
発
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
そ
の
先
に
何

が
展
望
で
き
る
の
か
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
課
題
で
あ
る
。

（
み
ず
の　

ま
さ
み
／
日
本
大
学
生
物
資
源
科

学
部
教
授
）
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